
南
信
州
地
域
資
料
セ

ン
タ
ー
に
寄
贈
し
て
い

た
だ
い
た
書
籍
の
中
か

ら
、
市
村
咸
人
著
『
伊

那
尊
王
思
想
史
』
を
見

つ
け
た
。
し
か
も
昭
和

四
年
の
い
わ
ゆ
る
初
版

本
。
自
分
の
よ
う
に
、

古
書
店
で
戦
後
の
復
刻

本
を
高
価
な
値
で
購
入

し
た
者
に
は
、
垂
涎
の

書
で
あ
る
。
復
刻
本
も

中
身
は
そ
っ
く
り
コ
ピ

ー
版
を
使
っ
て
い
る
の

だ
が
、
初
版
本
は
、
表

紙
と
奥
付
が
違
う
。
そ

こ
に
、
経
過
し
て
き
た

時
間
の
重
み
を
感
じ

る
。初

版
本
の
奥
付
に

は
、「
発
行
者

森
本
州

平

発
行
所

下
伊
那

郡
国
民
精
神
作
興
会
」

と
あ
っ
た
。
国
民
精
神

作
興
と
い
う
言
葉
に
、

当
時
の
時
代
が
顔
を
出

す
。
表
紙（
写
真
）は
、

風
越
山
と
虚
空
蔵
山
の

絵
で
あ
ろ
う
か
。
裏
表

紙
に
は
、
小
洲
の
銘
が

あ
っ
た
。
千
代
出
身
の

大
平
小
洲
の
よ
う
だ
。

そ
う
い
え
ば
、
小
洲
と

発
行
者
の
森
本
州
平
は

伯
父
、
甥
の
関
係
。
州

平
が
伯
父
に
表
紙
絵
を

依
頼
し
た
の
だ
ろ
う

か
。
そ
ん
な
想
像
に
も

つ
な
が
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の

『
伊
那
尊
王
思
想
史
』。

市
村
咸
人
の
国
学
研
究

の
著
作
。
９０
年
以
上
前

の
書
で
あ
る
が
、
今
も

伊
那
谷
国
学
研
究
の
最

高
峰
と
言
わ
れ
て
い

る
。
確
か
に
、
よ
く
ぞ

調
べ
た
も
の
、
と
感
心

す
る
。
こ
れ
を
超
え
る

研
究
は
な
か
な
か
難
し

い
と
思
う
。
当
然
、
発

行
当
時
も
、
い
ろ
ん
な

人
に
、
影
響
が
あ
っ
た

こ
と
で
あ
ろ
う
。
島
崎

藤
村
も
そ
の
一
人
の
よ

う
だ
。

筆
者
（
竹
村
）
は
、

山
本
公
民
館
で
毎
月
第

二
火
曜
日
に
開
催
さ
れ

て
い
る
、『
夜
明
け
前
』

を
読
む
会
、
と
い
う
会

に
参
加
し
て
い
る
。
も

う
、
六
年
続
く
会
で
じ

っ
く
り
と
『
夜
明
け

前
』
を
読
み
進
め
て
い

る
。
読
ん
で
い
る
と
、

『
伊
那
尊
王
思
想
史
』

の
影
響
を
感
じ
る
箇
所

が
た
び
た
び
出
て
く

る
。『
夜
明
け
前
』
の
発

表
は
昭
和
四
年
か
ら
十

年
。『
伊
那
尊
王
思
想

史
』
の
出
版
後
で
あ

り
、
藤
村
は
資
料
と
し

て
こ
の
本
を
使
っ
て
い

た
よ
う
だ
。

『
夜
明
け
前
』
は
、

藤
村
の
父
を
モ
デ
ル
と

す
る
青
山
半
蔵
の
一
生

を
描
く
小
説
。
藤
村
の

父
、
島
崎
春
樹
は
、
平

田
国
学
の
門
人
で
、
伊

那
の
平
田
門
人
と
交
流

が
あ
っ
た
。『
夜
明
け

前
』
に
は
、
松
尾
多
勢

子
、
北
原
稲
雄
、
原
信

好
な
ど
、
伊
那
の
門
人

が
実
名
で
登
場
す
る
。

ま
た
、
高
森
町
の
本
学

神
社
造
営
の
経
緯
な

ど
、『
伊
那
尊
王
思
想

史
』
を
見
て
書
い
た
と

思
わ
れ
る
記
述
が
あ
っ

た
。
今
回
も
、
読
ん
で

い
て
、
お
や
、
と
思
う

記
述
を
見
つ
け
た
。

そ
れ
は
、『
夜
明
け

前
』
第
二
部
第
六
章

三
。
維
新
時
の
奥
州
戦

争
か
ら
帰
っ
て
来
た
松

下
千
里
と
い
う
人
の
記

述
だ
。

「
奥
州
か
ら
越
後
の
新

発
田
、
村
松
、
長
岡
、

小
千
谷
を
経
、
さ
ら
に

飯
山
、
善
行
寺
、
松
本

を
経
て
五
か
月
近
い
従

軍
か
ら
そ
こ
へ
帰
っ
て

き
た
人
が
あ
る
。
尖
っ

た
三
角
が
た
の
軍
帽
を

冠
り
、
背
嚢
を
襷
掛
け

に
負
い
、
筒
袖
を
身
に

つ
け
、
脚
絆
草
鞋
履
き

で
、
左
の
肩
の
上
の
錦

の
小
片
に
官
軍
の
し
る

し
を
見
せ
」（
傍
線
は
著

者
）
と
あ
る
。
こ
れ
は

『
伊
那
尊
王
思
想
史
』

に
あ
る
、
飯
田
藩
士
、

安
東
欽
一
郎
の
写
真
を

見
事
に
描
写
し
て
い

る
。
さ
す
が
に
文
豪
、

的
確
な
写
生
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
写
真
の
安

東
が
参
加
し
て
い
た
飯

田
藩
軍
は
『
伊
那
尊
王

思
想
史
』
４
０
９
�
に

「
奥
州
よ
り
越
後
・
津

川
・
新
発
田
・
村
松
・

長
岡
・
小
千
谷
・
飯
山

・
善
光
寺
・
松
本
を
経

て
、
十
一
月
十
七
日
飯

田
城
に
帰
着
解
隊
し

た
」
と
あ
っ
た
。
ど
う

も
、
こ
の
松
下
千
里
と

飯
田
藩
軍
は
行
動
を
共

に
し
て
い
た
よ
う
だ

…
。こ

の
よ
う
に
『
夜
明

け
前
』
か
ら
、『
伊
那
尊

王
思
想
史
』
の
影
響
を

探
す
と
い
う
の
も
、
楽

し
い
読
み
方
で
あ
る
。
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『伊那尊王思想史』初版本
表紙と４０８�口絵（南信州
地域資料センター蔵）
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